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平
成
25
年
11
月
19
日

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会 

　

会
　
長
　
飛
　
田
　
稔
　
章

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合

法
（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
66

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
期
に
食
料
確
保
の
必
要
性

と
あ
わ
せ
て
農
民
の
自
主
的
立
場
を
確
保

す
る
た
め
、
農
村
の
民
主
化
が
最
重
要
課

題
で
あ
っ
た
時
代
背
景
の
中
で
、
農
協
法

が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
農
協
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
民
の
農
民
に
よ
る
農
民
の

た
め
の
組
織
」
で
、
相
互
扶
助
の
精
神
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
農
協
を
拠
り
所
と

し
て
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
な
環
境
変
化

を
乗
り
越
え
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
経

営
と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域

社
会
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

農
協
法
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し
て
必

要
な
改
正
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
農

協
事
業
・
組
織
運
営
の
基
本
法
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、
農
協

の
社
会
的
定
義
と
役
割
に
つ
い
て
改
め
て

組
合
員
・
役
職
員
が
心
に
刻
み
、
共
通
意

識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

国
連
は
、
協
同
組
合
の
位
置
付
け
・
役

割
を
再
認
識
し
、
協
同
組
合
活
動
の
さ
ら

な
る
充
実
強
化
を
は
か
る
べ
く
、
平
成
24

年
を
国
際
協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
）
と
定

め
、
世
界
各
国
で
関
連
す
る
取
組
み
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

協
同
組
合
組
織
の
一
員
と
し
て
わ
た
し

た
ち
は
、
農
家
組
合
員
の
営
農
と
生
活
の

安
定
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
第
一
義
と
し

て
、
地
域
社
会
全
体
の
発
展
の
た
め
、
そ

の
役
割
と
機
能
を
よ
り
一
層
発
揮
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
的
に
食
料
・
環
境
問
題
や

社
会
・
経
済
を
め
ぐ
る
多
く
の
情
勢
変
化

が
起
き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
農
業
や

Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
環
境
も
影
響
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

直
近
で
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
や
農
業
・

農
協
等
の
規
制
改
革
の
動
き
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
規

制
改
革
は
表
裏
一
体
の
課
題
で
あ
り
、
改

め
て
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
位
置
づ
け
並
び
に
役

割
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
各
層
の
理

解
を
得
る
努
力
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
農

業
・
地
域
社
会
の
安
定
的
発
展
に
つ
な
が

る
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、

我
々
の
声
に
理
解
を
示
さ
ず
半
ば
強
引
に

交
渉
参
加
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報

開
示
が
極
め
て
不
十
分
な
中
、
国
民
不
在

の
も
と
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
の
み

な
ら
ず
、
ル
ー
ル
改
正
や
規
制
撤
廃
を
同

時
に
進
め
る
危
険
な
協
定
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
国
会
決
議
や
自
民
党
決
議
の

遵
守
を
強
く
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
不

可
能
で
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に
交
渉
か
ら

脱
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

国
民
生
活
全
体
に
大
き
く
影
響
す
る
交
渉

で
あ
る
こ
と
を
各
方
面
に
広
く
訴
え
、
理

解
を
喚
起
す
る
活
動
を
粘
り
強
く
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
昨
年
開
催

し
た
第
27
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
お
い

て
、
組
合
員
の
総
意
の
も
と
「
持
続
可
能

な
北
海
道
農
業
の
実
現
」
と
「
次
代
を
担

う
協
同
の
実
践
」
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
農
協
の
組
織
・

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
こ
と
は
、「
ひ
と
り
は
万
人
の
た

め
に
、
万
人
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
と
の

協
同
組
合
の
基
本
理
念
を
前
提
に
お
い
た

取
組
み
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

関
係
者
総
力
の
も
と
で
農
業
環
境
の
改

善
に
向
け
た
努
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、

若
手
農
業
者
へ
の
農
協
理
念
の
継
承
、女
性

農
業
者
の
農
協
事
業
へ
の
参
画
等
を
併
せ

て
行
い
な
が
ら
、地
域
農
業・Ｊ
Ａ
を
担
う

人
材
づ
く
り
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が

喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
対
外
的
な
役
割
並
び
に

責
任
が
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
に
あ
っ
て

は
、
必
要
な
自
己
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

組
合
員
を
は
じ
め
地
域
住
民
・
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
う
る
事
業
展
開
と
Ｊ
Ａ
事

業
へ
の
結
集
に
よ
る
競
争
力
強
化
、
健
全

な
Ｊ
Ａ
経
営
態
勢
の
確
立
、
農
業
・
Ｊ
Ａ

の
理
解
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信
等
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
「
農
」
は
国
の
い
し
ず
え
で
あ
り
、
食

は
命
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
長

年
に
わ
た
り
先
代
が
築
き
上
げ
た
本
道
農

業
並
び
に
農
業
協
同
組
合
の
基
盤
を
さ
ら

に
強
固
な
も
の
に
し
、
後
世
に
し
っ
か
り

継
承
す
る
よ
う
共
に
が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
と
も
本
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

し
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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10
月
２
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
（
東
京

都
千
代
田
区
）
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
「
食
と
暮

ら
し
・
い
の
ち
」
を
守
り
『
国
会
決
議
の
実

現
』
を
求
め
る
全
国
代
表
者
集
会
が
開
催
さ

れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
野
口
専
務
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
風
雨
が
強
ま
る
中
で
し
た

が
、
全
国
か
ら
３
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
怒

り
の
声
を
訴
え
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
代
表
の
萬
歳
章
Ｊ
Ａ
全
中
会

長
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
食
の
安
全
安
心
、
医
療
、

保
険
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
な
ど
国
民
生
活
に
直
結
し
、

国
家
の
主
権
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問
題
を

含
ん
で
い
る
。
４
月
の
国
会
で
の
決
議
ど
お

り
辞
退
も
辞
さ
な
い
、
と
い
う
不
退
転
の
決

全 国 3 , 5 0 0 人 が 集 結 ～ 怒 り の 声 を 訴 え る
TPPから「食と暮らし・いのち」を守り『国会決議の実現」を求める全国代表者集会参加!!

意
で
交
渉
に
臨
む
こ
と
を
国
民
に
約
束
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
国
会
決
議
を
遵
守
す
る
よ
う
強
調
し

ま
し
た
。　

　

こ
の
ほ
か
、
全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
９
名
が

リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
反
対
や
交
渉
か

ら
の
脱
退
を
訴
え
、
東
北
地
方
の
農
業
生
産
者
は
、

復
興
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
こ
と
に
も
触
れ
、
加

え
て
重
要
５
品
目
と
甘
味
資
源
の
関
税
は
撤
廃
し
な

い
と
し
た
衆
参
農
林
委
員
会
の
決
議
の
死
守
を
求
め

ま
し
た
。
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大雪高原牛ステーキと愛別きのこ汁でお出迎え
食のガーデンinかみかわ町2013「収穫感謝祭」出店!!

　

９
月
22
日
、北
の
森
ガ
ー
デ
ン
（
上

川
町
）
で
食
の
ガ
ー
デ
ン
in
か
み
か

わ
町
２
０
１
３
「
収
穫
感
謝
祭
」
が

開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
も
特
産
品
を
出

店
し
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
収
穫
感

謝
祭
は
、『
が
ん
ば
ろ
う
食
道
39
号

線
実
行
委
員
会
』
が
主
催
、
上
川
管

内
を
代
表
す
る
味
覚
の
他
に
紋
別
市

と
増
毛
町
か
ら
の
海
の
幸
も
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
り
天
候
に
恵
ま
れ
た
事
も
あ
り

約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
手
打
ち
大
雪
そ
ば
や
増

毛
町
の
甘
海
老
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
美

味
し
い
味
覚
と
一
緒
に
当
Ｊ
Ａ
の
特

産
品
も
販
売
、
朝
も
ぎ
母
さ
ん
の
会

の
野
菜
や
馬
鈴
薯
詰
め
放
題
、
大
雪

高
原
牛
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
や
愛
別

き
の
こ
汁
は
早
々
と
完
売
す
る
盛
況

で
沢
山
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
く
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
、札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

内
で「
消
費
拡
大
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」が

開
催
さ
れ
、当
Ｊ
Ａ
も
出
店
し
ま
し
た
。

　

道
内
か
ら
集
ま
っ
た
美
味
し
い
味
覚

の
他
に
も
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
野

菜
の
詰
め
放
題
な
ど
沢
山
の
企
画
も
あ

り
、
朝
８
時
前
か
ら
の
開
催
に
も
関
わ

ら
ず
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
旬
の
味
覚
、
き
の
こ
汁
と

き
の
こ
の
詰
め
合
わ
せ
を
販
売
、
き
の

こ
汁
を
食
べ
た
お
客
様
か
ら
は
「
美
味

し
い
」
と
嬉
し
い
一
言
も
あ
り
、
開
始

か
ら
３
時
間
ほ
ど
で
完
売
す
る
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

　

10
月
は
「
き
の
こ
の
日
」
が
あ
る
旬

の
季
節
、
催
事
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
通
じ
て
多

く
の
方
に
愛
別
き
の
こ
の
美
味
し
さ
を

伝
え
て
い
ま
す
。

お客様から「美味しい」と嬉しい一言も…
札幌市場『消費拡大フェア2013』出店!!
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旬の味覚『愛別きのこ』ファン拡大中!!
きのこＰＲ催事出店!!

　

き
の
こ
の
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と

し
て
、
10
月
12
日
・
19
日
に
札
幌
市
内
の
ア
ー

ク
ス
グ
ル
ー
プ
の
量
販
店
で
、
又
10
月
６
日

に
は
「
第
８
回
と
う
ま
新
米
・
新
そ
ば
祭
り
」

な
ど
で
催
事
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

晩
秋
の
季
節
ら
し
く
肌
寒
い
天
候
の
中

で
、「
き
の
こ
汁
」を
食
べ
た
お
客
様
か
ら「
と

て
も
美
味
し
い
」・「
や
っ
ぱ
り
き
の
こ
は
愛

別
だ
ね
」
と
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
く
場

面
も
あ
り
、
物
販
も
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
き
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま

す
が
、
よ
り
良
い
販
売
が
で
き
る
よ
う
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ビックハウスエク
ストラ店（札幌）

スーパーアークス
北24条店（札幌）第８回とうま新米

・新そばまつり
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右のイラストには左のイラストと違う部分が 5
カ所あります。間違っている部分を探しましょう。まちがいさがし？ ？

先月の答え
１…賞品が少ない
３…音符の形が違う
６…網の長さが違う
８…メガホンが旗に変わっている
９…髪型が違う

　

10
月
19
日
、
北
海
道
畜
産
公
社
（
帯
広
市
）

で
平
成
25
年
度
北
海
道
枝
肉
共
励
会
が
開
催
さ

れ
、当
Ｊ
Ａ
か
ら
久
米
啓
一
さ
ん
（
金
富
地
区
）、

㈲
入
谷
牧
場
（
豊
里
地
区
）、
㈲
牛
乃
屋
（
伏

古
地
区
）、㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
（
菊
水
地
区
）

が
出
品
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
全
道
各
地
の
肥
育
生
産
の
プ
ロ
が
育

て
た
枝
肉
が
、
交
雑
牛
の
部
・
乳
用
種
肥
育
牛

の
部
に
分
か
れ
て
審
査
さ
れ
る
中
、
交
雑
牛
の

部
で
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
が
出
品
し
た
枝
肉

が「
最
優
秀
賞
」に
選
ば
れ
、晴
れ
て『
全
道
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
』
に
輝
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
ら
出
品
さ
れ
る
枝
肉
共
励
会
で
は
、

こ
こ
数
年
入
賞
が
続
き
勢
い
が
あ
る
中
で
の
最

優
秀
賞
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
と

Ｊ
Ａ
が
一
丸
と
な
り

更
に
安
定
し
た
品
質

の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

10
月
25
日
、帯
広
畜
産
大
学
の
学
生

17
名
が
え
の
き
茸
生
産
を
勉
強
す
る

た
め
愛
別
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
事
組
合
法
人
ヒ
ッ
ト

宮
田
代
表
や
菊
地
工
場
長
の
ご
協
力

を
頂
き
、
愛
別
町
の
え
の
き
茸
生
産

の
取
り
組
み
や
生
産
現
場
を
視
察
見

学
し
ま
し
た
。

　

学
生
達
か
ら
の
積
極
的
な
質
問
に

代
表
と
工
場
長
は
丁
寧
な
説
明
で
対

応
さ
れ
、
有
意
義
な
研
修
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

視
察
見
学
の
最
後
に
は
、宮
田
代

表
よ
り｢

え
の
き
茸
生
産
に
は
魅
力

が
あ
り
、次
世
代
の
後
継
者
も
増
え

て
い
ま
す
。是
非
、仲
間
と
し
て
一
緒

に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
!!｣

と
エ
ー

ル
も
送
り
ま
し
た
。

愛 別 町 の え の き 茸 生 産 を 学 ぶ …
帯広畜産大学の学生が視察見学

全 道 チ ャ ン ピ オ ン  ㈲ グ リ ー ン サ ポ ー ト
北海道枝肉共励会 「交雑牛の部」

JA上川中央
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○農業をしようと思ったきっかけ
　父がきのこ生産をしていて手伝い程度はしてきましたが、当時は就農することには興味が無く、大学卒業
後農業とは全く関係のない会社に勤めていました。しかし年月が経つにつれて気持ちが次第に変わり、最終
的に家業を継ぐ決断をしました。
○農業をしてみて思ったこと
　就農するまでは経験が乏しく、知識もないので難しさを感じています。しかし、気持ちや時間的な面では

会社員だった頃とは違った楽しみを得ています。
○本人から一言
　きのこ生産に携わってまだ日が浅い（平成22年就農）ので、勉強しなけ
ればいけないことを痛感しています。現在は農業法人での事務業務を中心
に仕事していますが、家業を継ぐ以上、現在よりもよりよい経営を目指した
いと思っています。

(農 )ヒット勤務

○生年月日 S51年 4月 9日

○出身地 愛別町

○趣味 剣道、ゴルフ

○家族構成 父、母、弟、妹

JA上川中央

2013.117

今月の顔
さん野

の

口
ぐち

俊
しゅんのすけ

之介
（中央地区）



すろーライフ 　ヨーコ．カワシマ．ワトキンス著「竹林はるか遠く」は、アメリカで刊行され２０年を経
た今、ようやく日本語に翻訳され書店の棚に並べられた。アメリカの中学校の教材
としても採択された、終戦時にはまだ幼かった著者の体験秘話である。朝鮮半島北

端の町「羅南」に住んでいた家族は、終戦に乗じて南下したロシア軍を逃れ、混乱の朝鮮半島の中央部の山野を歩いた。父親は
シベリア、兄は軍需工場と離れ離れになりながら、母と姉、著者の女性３人の逃避行を、生 し々いタッチで描写している。著者は当
時７歳であった。
　「羅南」の自宅の庭の竹林は、家族の平和な生活の象徴であったが、すぐそこまで危険は迫って来ていた。取るものも取り
あえず、やっとの思いで、負傷者を運ぶ赤十字貨物列車に飛び乗ることができた。リュックの中は間に合わせの物だけだ。風
の中を走る貨物列車で見た光景は、著者のその後の人生観に大きな影響を与えた。乳房を口にあてても、それを吸うことも
なく泣くこともなく果てていった幼子。その子を処置して、列車から投げる衛生兵。その後を追って身を投げる親。著者は自
分の眼の前で展開する地獄絵を、淡々と綴っていく。先頭車両2輌が空爆を受け、九死に一生で脱出する。それからは、置き
手紙で兄との待合場所とした京城の駅を目指して、３人だけの長い逃避行が続いた。やっと辿り着いた京城駅で、母は何日も
息子を待った。しかし、情勢の更なる悪化を読み取った母は、木材移送の貨物列車で釜山まで行くことを決断した。そして多
くの幸運にも恵まれ、何日も待たされはしたが、釜山港で貨物船に乗込み、懐かしい日本の地を３人は踏みしめた。このドラマ
は日本への帰還で終わりではなかった。終戦直後の博多の港へ上陸して、姉妹だけになった境遇の中で、いかに逞（たくま）
しく強く生きたかを語っている。愛しい母親は、待ちに待った祖国の土を踏んだが、日本での移動・
実家の喪失、そうして大陸での辛苦からか、居を構えようとした京都の駅で息絶える。姉妹のその
後の生活ぶりも、何も臆することなく、見事に綴られている。著者は名前で分かるように、大陸と日
本で手にした強靭な生命力を宝に、通訳者となってアメリカに渡り、幸せな家庭を築いている。
　戦争を知らない世代の層が広がって行く今、お薦めしたい一冊である。

※このコラムは連載です。

　

10
月
２
日
、
愛
別
き
の
こ
の
里
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
愛
別
地
区
年
金
友
の
会

主
催
の
第
27
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
38
名
が
参
加
し
た
大
会
は
上
川

地
区
か
ら
も
３
名
が
参
加
し
て
、
秋
晴

れ
の
も
と
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
が
あ

り
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
楽
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
金
を
新
規
に
受
給
さ
れ

る
方
も
、
一
緒
に
年
金
友
の
会
の
行
事

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

笑 い 声 が 聞 こ え る 楽 し い 大 会 …
愛別地区年金友の会パークゴルフ大会開催!!

　

10
月
２
日
、
旭
川
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
第
９
回
Ｊ
Ａ
上
川
中
央
杯
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
関
係
者
の
方
々
な
ど

総
勢
92
名
の
大
会
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
か
ら

は
新
井
組
合
長
と
関
係
職
員
が
一
緒
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
爽
や
か

な
秋
の
１
日
と
な
り
、
大
会
の
賞
品
に

は
、
な
な
つ
ぼ
し
新
米
、
大
雪
高
原
牛

と
渓
谷
味
豚
の
詰
め
合
わ
せ
、
き
の
こ

詰
め
合
わ
せ
を
は
じ
め
、
地
酒
「
ふ
し

こ
」
や
そ
ば
焼
酎
「
黒
岳
」、
き
の
こ

加
工
品
、
そ
し
て
今
年
新
発
売
と
な
っ

た
大
雪
そ
ば
乾
麺
な
ど
が
入
賞
者
・
参

加
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

開
催
し
て
い
る
大
会
も
９
回
目
と
な

り
、
特
産
品
Ｐ
Ｒ
と
共
に
仲
間
の
輪
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

第９回 JA上川中央杯ゴルフコンペ

男
性
の
部

優　

勝　

奥
山　
　

勲

準
優
勝　

尾
崎　

文
雄

三　

位　

佐
藤　

光
孝

四　

位　

深
瀬　

則
雄

五　

位　

高
見　

忠
志

女
性
の
部

優　

勝　

佐
橋　

和
子

準
優
勝　

若
松
ア
サ
子

三　

位　

舟
橋　

定
子

四　

位　

小
山　
　

芳

五　

位　

室
山
奈
津
子

JA上川中央

2013.11 8



　■ 職場からこんにちは！

明るく元気なメンバーで
　　　　農協内部を支えます !!

　総務課は、出資金管理や農協資金の運用・職員の給与及び福利厚生・農協
施設管理等の内部に係わる仕事が多いため、太陽に直接当たることもなくパ
ソコンと睨めっこしている色白美女・美男子が多い部署です !?　明るく元
気なメンバーで組合員の皆さまに更に安心してご利用いただける農協運営
を目指しますので、今後ともよろしくお願い致します。総務課　課長

奥　山　春　彦

係　　長
武川　佳樹

（準）
緑川　恵子

主　　任
石田奈津子

係
堀内　加奈

（パ）
黒田　　博

内部監査って何？

　内部監査とは、堅く言えば経営者の経営目標の実現のため、組織が適切に
整備され合法かつ合理的に運営されているかについての内部監査人による
客観的な検証・評価・報告活動です。平たく言えばコンプライアンス（法令
遵守）ということばをよく耳にすると思いますが、ＪＡの行う事業が農協法、
定款をはじめ規程、要領等に沿って事務処理されているか主に検証する仕事
です。
　また、秋には米の検査員として組合員の皆様にお世話になっております。
今後ともよろしくお願いします。

内部監査　室長
奥　　　智　尚

JA上川中央

2013.119



Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

第
８
回
理
事
会

組合員のうごき

（平成25年 9月 27日現在）

正組合員戸数	 398戸
組合員数	 2,656名
うち正組合員数	 618名
うち正団体数	 36団体
うち准組合員数	 2,038名
うち准団体数	 74団体

１
日　

定
例
企
画
会
議

　
　
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部
第
２
回
役
員
会

２
日　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
全
国
集
会
（
東
京
）

　
　
　

第
９
回
Ｊ
Ａ
上
川
中
央
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
（
旭
川
国
際
Ｃ
Ｃ
）

　
　
　

年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
愛
別
）

４
日　

ノ
ー
ザ
ン
び
ー
ふ
産
直
協
議
会
（
十
勝
）

６
日　

と
う
ま
新
米
・
新
そ
ば
祭
り
（
当
麻
）

８
日　

札
幌
三
越
催
事
（
札
幌
）

12
日　

ビ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
エ
ク
ス
ト
ラ
店
催
事

　
　
　
（
札
幌
）

15
日　

上
川
地
区
農
協
専
務
協
議
会

　
　
　

道
外
視
察
（
広
島
・
岡
山
他　

～
19
日
）

16
日　

Ｊ
Ａ
女
性
部
上
川
支
部
部
長
会
議

　
　
　

愛
別
町
農
業
青
色
申
告
会
第
３
回
役
員
会

18
日　

ア
ル
ー
ダ
旭
川
感
謝
フ
ェ
ア

　
　
　

国
営
農
地
促
進
期
成
会
第
４
回
幹
事
会

　
　
　
（
管
理
棟
事
務
所
）

19
日　

平
成
25
年
度
北
海
道
枝
肉
共
励
会
（
帯
広
）

　
　
　

ス
ー
パ
ー
ア
ー
ク
ス
北
24
条
店
催
事

　
　
　
（
札
幌
）

20
日　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
シ
ー
ナ
店
催
事
（
旭
川
）

24
日　

第
８
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

25
日　

Ｊ
Ａ
青
年
部
愛
別
支
部
例
会

26
日　

中
央
部
Ｊ
Ａ
合
同
自
動
車
展
示
会

　
　
　
（
ホ
ク
レ
ン
油
機　

～
27
日
）

29
日　

第
９
回
定
例
理
事
会

　
　
　

な
か
な
か
び
ー
ふ
枝
肉
共
励
会
（
東
京
）

　
　
　

女
性
部
上
川
支
部
視
察
研
修
旅
行

　
　
　
（
～
30
日　

千
歳
・
札
幌
方
面
）

　
　
　

か
み
か
わ
町
商
工
会
麺
ま
つ
り

31
日　

森
産
業
舞
茸
巡
回
指
導
（
～
１
日
）

　
　
　

第
３
四
半
期
棚
卸

10
月

え
の
き
収
穫
選
果
最
盛
期

　
（
農
）ヒ
ッ
ト（
共
同
選
果
施
設
）

今
月
号
の
表
紙

平
成
25
年
９
月
27
日

■
報
告
事
項

１
．
組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

２
．
合
同
専
門
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議
の
報
告

に
つ
い
て

３
．
Ｊ
Ａ
教
育
資
金
贈
与
専
門
口
座
の
取
扱
に
つ

い
て

４
．
内
部
監
査
室
監
査
報
告
に
つ
い
て

５
．
内
部
審
査
協
議
会
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

６
．
外
部
団
体
に
対
す
る
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

■
議
　
　
事

１
．
組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に

つ
い
て

２
．
組
合
員
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
出
資
減
口
に
つ
い
て

４
．
第
２
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い

て
５
．
ホ
ク
レ
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
入
替
に
つ
い
て

６
．
固
定
化
債
権
の
取
扱
に
つ
い
て

愛別店舗係
上
う え

野
の

　泰
や す

史
し

（10月 23日付）

よろしく
お願いします

愛別店舗係
高橋　芳勝

（10月 31日付）

大変お世話に
　　なりました

JA上川中央
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